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東日本大震災の三重県経済への影響

平成 24年 5 月

戦略企画部 統計課

平成２３年３月の震災前、三重県の景気は、足踏み状態から再び持ち直しに転じつ

つある局面にありました。景気は脆弱ながらも上向きの動きとなっていた中で、東日本

大震災という大きなショックに遭遇したことになります。そこで、三重県の景気動向を項

目別に振り返りつつ、それぞれどのような状態で大震災に遭遇し、その後どのような動

きとなっているかという点を中心に考察します。

1 景気の現局面

最初に、鉱工業生産指数を中心として景気全体を捉えた上で、東日本大震災後の

経済変動について、阪神・淡路大震災後の経済動向と比較し、今回の震災が及ぼし

た経済的影響の特徴を探ります。

（1）景気動向の概観

まず、震災前の景気の状況として、平成２２年秋頃から始まる景気の足踏みとその

後の足踏み脱却に向けた動きを確認し、三重県経済がどのような状態で東日本大震

災に直面し、震災によってどのような影響を受けているかを検討します。

（景気が脆弱な状態で大震災に直面）

震災前後の景気動向については、大きく以下の３つの局面に分けて考えることがで

きると思います。

① リーマンショック後の急速な景気悪化からの持ち直し局面

② 平成２２年秋頃から始まる足踏みの局面

③ 東日本大震災後の経済活動の急速な低下
































